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論文要旨
　建築作品は、竣工の時点で完成の状態になるという意図に基づいて設計される。しか
し、フロー型産業からストック型産業への構造転換に伴い、昨今、DIY やセルフビルド
による建築の改変は一般的になりつつあり、その完成の概念の有効性は揺らいでいる。
　DIY ムーブメントは、第二次世界大戦の戦後復興として生じるが、その思想形成に影
響を与えたとされるのが、シチュアシオニストの活動であり、その中でも建築の分野を
先導したコンスタント・ニーヴェンホイスは、永続的な創造を可能にする建築を構想し、
解体可能な軽量建築を提案した。これは近年の、空間の一部のつくり込みを使い手にま
かせる全体像を想定した未完成なデザインとは対照的に、全体像を否定した未完成さを
標榜していた。歴史的に DIY と未完成は様々に捉えられてきた。また、未完成を表わす
多くの語句が、未完成な芸術作品を描写するために誕生したことから、建築論だけでな
く、芸術論からの考察も有効であるといえる。
　本研究では、DIY を誘発する未完成なデザインがより普遍化することを想定し、その
空間表現の可能性を広げるための知見を得ることを目的とし、芸術論と建築論における
「未完成」概念の考察を行う。そこから得られた知見を総合的に応用し、具体的な設計
提案によってその可能性を検証する。
　本論は、研究の背景と目的をまとめた序章、芸術における未完成についてまとめた第
二章、建築における未完成についてまとめた第三章、前章までにまとめた「未完成」概
念を整理し、設計提案へと応用する第四章、以上の総括を行う結章から構成される。
　序章では、研究の背景と目的を述べた。
　第二章では、芸術における「未完成」概念について 3つの主要な書籍を参照し、歴史
的展開をまとめた上で、具体的な作品の考察から、未完成を創出する手法を抽出した。
　歴史的に「未完成」概念は、壮大な構想が実現できないことによる内的要因による未
完成から、意図的にイメージの完成を観る者にゆだねる外的要因による未完成へと移行
した。さらに、現代芸術における未完成について、無数の完成の可能性を表出する [暫
定性 ]、方向性がなく、無限の展性を表出する [無限性 ]、生成と消失が共存した [混
沌性 ]、観る者に完成をゆだねる [参加性 ]の 4つの性質が指摘されている。外的要因
による未完成を指摘できる作品が [参加性 ]と同義であることを考慮した上で、この現
代芸術における未完成の性質を基にした作品分析を行い、イメージの構成手法を考察し
た。減算的手法・加算的手法の基本的手法に整理した上で、その具体的な要素を抽出し、
手法を具体化した。
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　第三章では、建築における未完成について、建築デザインに予測不可能性が導入され
る契機となった柔軟性（フレキシビリティ）の概念を取り上げ、これを未完成を指向し
た建築家の概念・作品の考察によって補足した。
　柔軟性の概念が、使用者の概念の変化とともに変転していったことを考慮した上で、
柔軟性を [ 可動性 ][ 更新性 ][ 多義性 ][ 冗長性 ] に細分し、これを柔軟性の 4 つの性
質として定義し、それぞれの性質の契機となった具体的な作品、言説、概念をまとめた。
これより、柔軟性の 4 つの性質を具体的に示し、技術的手段による実体的柔軟性から建
築形態による感覚的柔軟性への批判的発展を整理した。未完成を指向した建築家として
は、実体的柔軟性から感覚的柔軟性へと移行する時代から活躍し、現代まで影響を与え
続けている建築家として、磯崎新とフランク・ゲーリーを選定した。磯崎に関しては、
未完成を指向した代表的建築理論である「プロセス・プランニング論」と「手法論」の
整理を行い、未完成の関係性と、「未完成」概念の強く現われた形態を抽出した。ゲーリー
に関しては、未完成を指向した言説の検証として、具体的な作品の考察を行った。ゲー
リーの建築表現の変遷をまとめ、未完成への指向が仕上だけではなく形態にも現われて
いることを示し、未完成の具体的形態を得た。
　以上から得られた手法を並列し、その対象となっている建築的要素を考察した。また、
具体的形態と対応させることで、建築における未完成を総合的に整理した。
　第四章では、前章までにまとめた「未完成」概念と具体的手法を並列し、共通点を考
慮しながら、整理し、設計提案へと応用した。仮想的な敷地として、スプロール化の影
響で住宅街と畑が混在した東京の郊外を設定し、構築と非構築の混在するコンテクスト
を反映する提案とした。設計プロセスとしては、モデルを設計したのち、具体的なプロ
グラムをあてはめ、モデルの有効性を検証した。
　結章では、本研究の考察と設計提案における総括と展望を述べた。本論文では、芸術
論と建築論における「未完成」概念を考察・整理し、それらを総合的に応用した設計提
案を行った。DIY を誘発する未完成なデザインがより普遍化することが想定されるこれ
からの建築設計において、その空間表現の可能性を示した。
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序章　研究の背景と目的
1-1　研究の背景と目的
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 　建築作品は、竣工の時点で完成の状態になるという意図に基づいて設計される。し
かし、フロー型産業からストック型産業への構造転換に伴い、昨今、DIY による建築の
改変は一般的になりつつあり、その完成の概念の有効性は揺らいでいる。
　本研究では、DIY を誘発する未完成なデザインがより普遍化することを想定したうえ
で、その空間表現の可能性を広げるための知見を得ることを目的とし、芸術論と建築論
における「未完成」概念の考察を行う。そこから得られた知見を総合的に応用し、具体
的な設計提案によってその可能性を検証する。
1-2　研究の視点
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DIY の歴史的展開と未完成
　DIY ムーブメントは第二次世界大戦の戦後復興として生じるが、その思想形成に影響
を与えたとされるのが、思想家ギィ・ドゥボールである＊。ドゥボールは、都市の読み
方の多様性を喚起した領域横断的な前衛グループであるシチュアシオニスト・インター
ナショナルの中心的人物であった。シチュアシオニストの中でも建築の分野を先導した
コンスタント・ニーヴェンホイスは、永続的な創造を可能にする建築を構想し、解体可
能な軽量建築を提案した。コンスタントの提案した建築は、不定形性、不確定性、過渡
的性格、全体像の否定により、竣工の時点での未完成を標榜していた。一方、近年の
DIY を想定した作品においては、全体像を保持したうえでその一部を未完成な状態とし
て表出し、空間のつくり込みを使い手にまかせる傾向がみられる。歴史的に DIY と未完
成は様々に捉えられてきた。
1940 年代 1950 年代 1960 年代 1970 年代 1980 年代 1990 年代 2000 年代 2010 年代
■戦後復興としての DIY(1945 年－、イギリス）
■レジャーとしての DIY(1960 年代後半、アメリカ）
■ホームセンターの上陸 (1970 年代前半、日本）
DIY の歴史的展開と未完成
シチュアシオニスト・インターナショナルの活動（1955-1972年、ヨーロッパ）
「はしごの迷宮」1967 年「オレンジの構成」1958 年 「ニューバビロン」1963 年
「VILLA VERDE」2013 年
コンスタントによる軽量建築「ニューバビロン」の提案：全体像を否定した未完成
アレハンドロ・アラヴェナによる逐次的デザイン：全体像を想定した未完成
■
Constant Anton Nieuwenhuys
（1920-2005 ）
ドイツの芸術家。SI の建築分野を先
導した。
＊毛利嘉考『はじめての DiY- 何でも
お金で買えると思うなよ !』ブルース・
インターアクションズ 2008
91-2　研究の視点
未完成の語源と芸術
　「未 完 成」は 英 語 で”incomplete”, “unfinished”, “imperfect”, 
“inchoate”,”immature”に翻訳される。このうち “unfinished”, や“imperfect”
という言葉の起源は、意図的な未完成作品の起源とされるルネサンス期の芸術作品の誕
生とほぼ同時期である。また、17 世紀へと移行するルネッサンス期のヨーロッパでは、
これらに加えて”sketched in”,”half-finished”といった未完成を表わす多くの語句が、
未完成な芸術作品を描写するために使用された。
14 世紀初頭 16 世紀初頭1500-1505
【incomplete】 【unfinished】
【imperfect】
Jan van Eyck「Saint Barbara」
1437
Perino del Vega「Holy Family」
1528-30
Leonardo da Vinci「Head and Shoulders of a Woman」
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1-3　章結
歴史的に未完成と DIY は様々に捉えられてきたこと、未完成を表わす多くの語句が未完
成な芸術作品を描写するために誕生したことをふまえ、次章以降、芸術論と建築論にお
ける「未完成」概念の考察を行う。
第二章　芸術における未完成
2-1　未完成の形式
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　J.A. シュモルは、1956 年に開催された「未完成なる芸術形式」をめぐるシンポジウ
ムを受けて、創作過程の諸側面を 5 つの図解によって示した。＊この図解より、実際の制
作材料を用いる形成過程に現われる未完成作品（PG）と芸術家の内的完成（W）との関
係に着目すると、未完成の 2 つの質を指摘できる。1 つは、芸術家による完成像が想定
されているが未完成な形式を表出する内的要因による未完成、もう 1 つは、完成像が想
定されておらず、他者の解釈によるイメージの補足や変転を主題とした外的要因による
未完成である。
創作過程の 5つの類型と考察
Ａ Ｇ ＷＶ
Ｐ
Ａ Ｇ Ｗ
Ａ Ｇ ＷＶ
Ａ
Ｇ
ＷＶ
P1 P2
P3
Ａ
Ｇ
UＷ(P)Ｖ
第一類
第二類
第三類
第四類
第五類
主要概念図 考察
創作過程に未完成作品（
P)
無
創作過程に未完成作品（
P)
有
形成過程に
未完成作品（
P
G )
無
形成過程に
未完成作品（
P
G )
有
内的完成（
W)
内的完成（
W)
ミケランジェロは、石塊の表層
の面から層をおって深く掘り進
む制作方法をとる。仕上は未完
成だが、構想は完成している。
→内的要因による未完成
レンブラントの素描には、造形
されるものと造形されないもの
が混在する。対象の解釈は逐次
変転し、構想が完成していない。
→外的要因による未完成
註
Ａ＝動機 (注文、触発）,Ｇ＝形成過程（制作材料について）,V＝先形成 (美術家の心中における）,P＝未完成作品＊Ｊ．Ａ．シュモル『芸術における未
完成』岩崎美術社 1971 年
2-2　歴史的展開
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2-2-1　概要
　芸術における未完成をめぐる 3 つの主要な書籍を参照し、『芸術における未完成』、『潜
在的イメージ - モダン・アートの曖昧性と不確定性』から内的要因・外的要因による「未
完成」概念、『UNFINISHED』から現代芸術における「未完成」概念を抽出した。以上を基に、
芸術における「未完成」概念の歴史的展開をまとめ、概念と作品の位置づけを明確にする。
内的要因・外的要因による「未完成」概念 現代芸術における「未完成」概念
2-2　歴史的展開
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2-2-2　内的要因による未完成
　未完成を表わす多くの語句が誕生したルネサンス期に、芸術家の内的要因によって、
完全には仕上げないままにされた作品が現われるようになる。クラウス・コンラートは、
未完成について、芸術家の自己省察の程度が決定的な要因となると述べた。＊形態の萌芽
が生じてから最終形態にいたるまでの前形成における内的ヴィジョンが豊かであればあ
るほど、作品は必然的に未完成になる。ミケランジェロの未完成作品は、ミケランジェ
ロに関する言説や、その創作方法から、仕上には該当するが構想には該当しないことが
分かっている。これは、壮大な構想が実現できない内的要因による未完成だといえる。
＊Ｊ．Ａ．シュモル『芸術における未
完成』岩崎美術社 1971 年
ミケランジェロの未完成作品
ミケランジェロは、平滑な平面を持つ石塊の表象か
ら出発し、一番手前の面から層をおって深く彫り進
むため、最後には、石塊のきっかりとした立体が全
体の秩序を保つ原則として目に見えている。この創
作方法によって、体の前の方の部分ほど、その彫刻
的仕上の程度が完全に近くなっている。この像の未
完成は細目には当てはまるが全体には当てはまらず、
仕上には該当するが構想には該当しない。
ミケランジェロ「マタイ」1506 年
2-2　歴史的展開
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2-2-3　外的要因による未完成
　美術史家のダリオ・ガンボーニは、作者の意図に呼応しながらも、観る者の介在によっ
て完全に存在しうるイメージを「潜在的イメージ」と定義した。＊潜在的イメージは観る
者にヴィジョンの能動性と主観性を自覚させ、従来の作り手と受容者の関係を大きく揺
るがすようなイメージである。この起源として、マニエリスム期に定着化した擬人的風
景画があり、これ以降、芸術において、観る者の想像力の役割が必要不可欠な要素とし
て意識されるようになっていく。
＊ダリオ・ガンボーニ『潜在的イメー
ジ　モダン・アートの曖昧性と不確定
性』三元社 2007 年
Dario Gamboni
スイス出身の美術史家。近現代の視覚
芸術研究を中心に幅広く研究し、国際
的に活躍する。「潜在的イメージ―モ
ダン・アートの曖昧性と不確定性」の
著者。
1907 年の第五回サロン・ドートンヌ展の様子を描いた風刺画
風刺画に描かれたサロン来場者は、
アラベスク模様の曖昧で錯綜した作
品を前にして、逆立ちして主題を解
明しようと試みている。逆さに観る
という行為が、観る者によって主体
的になされている。
2-2　歴史的展開
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2-2-4　現代芸術における未完成
　1950 年以降、多くの芸術家にとって、未完成は追求するべき目標となる。芸術作品
の未完成を主題とした展覧会「UNFINISHED」＊1 のキュレーターであるケリー・バウムは、
第二次世界大戦以後から現代に至るまでの未完成の特徴として、無数の完成の可能性を
表出する [ 暫定性 ]、無方向性・無限の展性を表出する [ 無限性 ]、生成と消失が共存
した [ 混沌性 ]、観る者に完成をゆだねる [ 参加性 ] の 4 つの性質を指摘した。＊2　
＊1 ニ ュ ー ヨ ー ク の The 
Metropolitan Museum of Art で、
2016/3/18-2016/9/4 に開催された展
覧会
Kelly Baum
ニューヨークのメトロポリタン美術館
のキュレーター。
The Provisional
「暫定性」
The Infinite
「無限性」
The Entropic
「混沌性」
The Participatory
「参加性」
無数の完成の可能性を表
出する。
方向性がなく、無限の展
性を表出する。
生成と消失を表出する。 外在性の完成を表出する。
代表例
主題
性質
Jacson Pollock, Number 28, 1950 Yayoi Kusama, No.B.62, 1962 Robert Smithson, Mirros and Shelly, 1970 Andy Warhol, Do It Yourself(Violin), 1962
＊2 Kelly Baum, Andrea Bayer, 
Sheena Wagstaff 『Unfinished: 
T h o u g h t s  L e f t  V i s i b l e 』
Metropolitan Museum of Art , 
2-2　歴史的展開
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2-2-5　まとめ
　内的要因による未完成から、外的要因による未完成への移行を確認できた。また、外
的要因の未完成である潜在的イメージの作品は、現代における未完成の 4 つの性質のう
ちの [ 参加性 ] と同義であることを整理した。
壮大なヴィジョンによる未完成（レオナルド・ミケランジェロ）
「擬人的風景画」
観者に選択性を提示
「サロン・ドートンヌ展風刺画」
観者の主体性の重視
芸術における「未完成」概念の歴史的展開
16C後
1907 年
「未完成」概念
現代芸術における未完成の性質
1957 年
暫定性 無限性 混沌性 参加性
タブローをつくるのは『それを観る者である』
(マルセル・デュシャン）
16C前
内的要因による未完成
観る者によって完成されるイメージ＝「潜在的イメージ」
外的要因による未完成
年代 /
2-3　作品分析
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2-3-1　対象作品
　現代における未完成の 4 つの性質の代表例として『UNFINISHED』に挙げられている作
品に、『潜在的イメージ―モダン・アートの曖昧性と不確定性』に挙げられている作品
を加え、そのうち、明確な考察が可能な計 15 作品を対象として、その作品解説から、
具体的なイメージの構成方法を抽出した。
潜在的イメージ：観る者の介在によって完全に存在しうるイメージ
「暫定性」 「無限性」 「混沌性」 「参加性」
無数の完成の可能性の表出 無方向性、無限の展性の表出 生成と消失の表出 観る者に完成をゆだねる
現代芸術における未完成の性質
対象作品
2-3　作品分析
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2-3-2　考察
　15 作品のイメージの構成方法の共通点を整理することで、[ 分解 ][ 切断 ][ 並置 ][ 重
複 ] の 4 つの基本的な手法を得た。[ 分解 ][ 切断 ] は、あるひとつの要素を基にその
全体性からの不足を表現することによって未完成を表出する減算的手法である。[並置]
[ 重複 ] は複数の要素を基に複数のイメージを想像させることによって未完成を表出す
る加算的手法である。また、その具体的な対象を抽出することで、[ 異なるスケールの
重複 ]、[ 反復するパターンの切断 ][ 構築性と非構築性の並置 ][ 全体性の分解 ][ 全体
性の切断 ][ 全体性の切断と並置 ][ 境界の重複 ][ 異なる軸の重複 ][ まとまりの分解と
重複 ] の 9 つの具体的手法を得た。
考察
分解 切断 並置 重複
1 暫定 Number 28 ジャクソン・ポロック 1950年 異なるスケール
2 無限 No.B.62 草間彌生 1962年 反覆するパターン
3 混沌 Mirros and Shelly ロバート・スミッソン 1970年 構築性と非構築性
4 擬人的風景、女性の頭部 作者不詳 16世紀後半 異なる軸
5 遊技カード ヴォルホース 1804年 異なる軸
6 格子の門 ジョルジュ・スーラ 1883年 境界
7 シヴェルニー近くのセーヌ河の朝 クロード・モネ 1897年 境界
8 眠り ウジェーヌ・カリエーヌ 1897年 全体性
9 最後のヴィジョン オーギュスト・ロダン 1903年 全体性
10 断片に引き裂かれたイヴォンヌとマグダレーヌ マルセル・デュシャン 1911年 まとまり
11 即興曲二十六番『ボートを漕ぐ』 ワシリー・カンディンスキー1912年 全体性
12 不定形（アモルフ）、二色のフーガ フランティシェク・クプカ 1912年 全体性
13 コンポジション（チェッカー盤、暗い色彩）ピエート・モンドリアン 1919年 まとまり
14 容貌の結晶化 パウル・クレー 1924年 まとまり
15 Do It Yourself(Violin) アンディー・ウォーホル 1962年 全体性
手法
手法の対象
参加
no 性質 作品名 作者 年代
減算的手法 加算的手法
基本的手法
no6 no2
no11 no12
no15
no9 no10
no14 no13
no3 no6
no4 no7
no5 no1
芸術における「未完成」
「暫定性」 「無限性」 「混沌性」 「参加性」
無数の完成の
可能性の表出
無方向性、無限
の展性の表出
生成と消失の共存 観る者に完成をゆだねる
芸術における未完成
概念
具体的
手法
分解 切断 並置 重複
まとまり
の分解と
重複
異なる軸
の重複
境界の
重複
異なる
スケール
の重複
反覆する
パターン
の切断
全体性
の分解
全体性
の切断
構築性と
非構築性
の並置
減算的手法 加算的手法
基本的
手法
全体性の
切断と
並置
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　未完成の形式から、内的要因による未完成、外的要因による未完成を定義し、それら
に現代芸術における未完成の観点を加え、「未完成」概念の歴史的展開を整理した。また、
現代芸術における「未完成」概念を基とした作品分析から、未完成の創出手法として 4
つの基本的手法と 9 つの具体的手法を得た。
第３章　建築における未完成
3-1　柔軟性
22
3-1-1　概要
　建築デザインに時間性と予測不可能性が導入される契機となった柔軟性”フレキシビ
リティ”の概念は、第二次世界大戦後の西欧諸国で使用者への配慮が高まったことに由
来する。＊柔軟性の概念は、積極的空間実践を行う使用者の想定とともに変転していく。
ロバート・ヴェンチューリはこれに関して、可動性から多義性への以降を指摘した。こ
の指摘を参考に、柔軟性を [ 可動性 ][ 更新性 ][ 多義性 ][ 冗長性 ] に細分し、それぞ
れに関係する具体的な作品、言説、概念を整理したうえで、これを柔軟性の 4 つの性質
として定義した。
西欧における柔軟性の展開
「多重機能をもつ部屋は、おそらく現代建築におけるフレキシビリ
ティに寄せる関心に対する、より正しい解答であろう。単一でなく
多くの目的をもち、可動の間仕切りでなく可動の家具を備えた部屋
は、実体的フレキシビリティより感覚的フレキシビリティをもたら
し、建物において今だに必要とされる耐久性と丈夫さとを可能とす
るものである。有効な曖昧さは有用なフレキシビリティをもたらす
のである。」ロバート・ヴェンチューリ（1982）
社会背景 「使用者」 「柔軟性」
1945 福祉国家計画
導入
1954
1974
1967
1990
「使用者の空間は生きられているの
である。」アンリ・ルフェーヴル
(1974）
「構想は、現代生活の動的な特性を吸収するのに適した素地を作り
上げることができるよう十分柔軟であるべきだ。」ヴァルター・グロ
ピウス（1954）
「使用者のために各部分、各空間をどのように使いたいかというこ
とを自ら決定することができる自由を作り出すことが建築の目的で
ある」ヘルマン・ヘルツベルハー (1967）
平等な社会的価値
公共建築
の減少
1980
積極的空間実践
使用者の要望に対する関心の増化
抽象的一般性
批判批判
＊エイドリアン・フォーティー『言葉
と建築』鹿島出版会 2006 
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3-1-2　可動性
　空間の使い方に多様性を生む手段として、技術的手段による種々の移動可能なシステ
ムが試みられた。間仕切りから始まり、床、屋根、設備と様々な建築構成部位へその試
みは拡大されていった。
1924 年
リートフェルト「シュレーダー邸」 ジャン・プルーヴェ「クリシー人民の家」
1939 年 1958 年
菊竹清訓「スカイハウス」
可動部位
作品
壁 壁、床、屋根 設備
可動性の展開
3-1　柔軟性
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3-1-3　更新性
　可動性に変わり、軽量の建築構造と機械的設備が発展する。この起源は、すべての設
備を建物の天井裏に置くことで、建物内での機能の割り当てと配置の自由を可能とする
ワックスマンによるシステムにある。このシステムは、1960 年代から 70 年代に様々な
建築家によって参照され、内部で生じる出来事の変化に対応するために、物理的情報の
削減されたスペースフレームによる永続的構造が構想された。
「格納庫」（1953）
セドリック・プライス
「お祭り広場」（1970）
コンスタント・ニーヴェンホイス
「空中都市」(1958)
レンゾ・ピアノ、リチャード・ロジャース
軽量構造の展開
コンラッド・ワックスマン
ヨナ・フリードマン
「ニューバビロン」（1956-72）
「ファン・パレス」（1964）
「ポンピドゥーセンター」（1977）
磯崎新
機能の割り当ての自由な架構
Unbuilt Built
都市の移動可能性 アクティビティの喚起
3-1　柔軟性
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3-1-4　多義性
　ロバート・ヴェンチューリは、技術的手段による実体的柔軟性を批判し、多重の意味
や機能を有することによる感覚的柔軟性を重要視した。＊感覚的柔軟性は、異なるスケー
ル、軸、領域の重複によって生じる。
「多重機能をもつ部屋は、おそらく現代建築におけるフレキシビリティに寄せる関心
に対する、より正しい解答であろう。単一でなく多くの目的をもち、可動の間仕切り
でなく可動の家具を備えた部屋は、実体的フレキシビリティより感覚的フレキシビリ
ティをもたらし、建物において今だに必要とされる耐久性と丈夫さとを可能とするも
のである。有効な曖昧さは有用なフレキシビリティをもたらすのである。」
スケール 領域軸
感覚的フレキシビリティの具体例
「セント・ジョージ教会堂」（1712-29） 「ソーン・ミュージアム」（1812-13）「パラッツォ・ファルネーゼ」（1530-46）
ロバート・ヴェンチューリ（1925 - ）
アメリカの建築家。エーロ・サーリネ
ン、ルイス・I・カーンに師事した後、
自身の建築設計事務所を構える。モダ
ニズム建築を批判し、ポストモダンを
提唱した。
＊ロバート・ヴェンチューリ『建築の
多様性と対立性』鹿島出版会 1982
矢萩喜從郎（1952-）
デザイナー、建築家。グラフィック、
サイン、写真、アート、彫刻、建築、椅子・
家具、照明、評論、出版等を手掛ける。
正方形の 4隅に柱が置かれると、そこにいくつもの仮想境界面がイメージされる。
複数の仮想境界面の知覚 内部性 /外部性の知覚
仮想境界面によって分割される空間の大きさの偏りによる。
仮想境界面による空間の把握
3-1　柔軟性
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3-1-4　多義性
ヴェンチューリの指摘した感覚的柔軟性を具体的に把握する手がかりとして、矢萩喜從
郎が定義した仮想境界面を挙げることができる。＊仮想境界面は、視覚的な拠り所に関係
性が見出されることによって生じる。仮想境界面を捉えることによって複数の境界面が
知覚され、領域に多義性が生じる。また、仮想境界面のイメージによって、内部空間であっ
ても、内部性と外部性という異なる性質を共存させることができる。
＊矢萩喜從郎『空間建築身体』エクス
ナレッジ 2004
3-1　柔軟性
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3-1-5　冗長性
　特定の用途のために存在するのではない余白であり、異なる解釈や用途をも可能にす
る余分な許容力のことである。図と地の反転可能性を備えている。これに関して、レム・
コールハースは、「建築のないところでこそ、すべてが可能だ」と述べた。＊これは、コー
ルハースによる「ヴォイドの戦略」へと展開される。「ヴォイドの戦略」において、通
常地としてとらえられるヴォイドに完全な独立性を与えたデザインを施すことで、図と
地の反転が試みられている。
「Koepel Panopticon Prison」 「Parc de La Villette」 「Ville Nouvelle Melun Senart」
「Très Grande Bibliothèque」
何もないところ、すべてが可能である。建築があるところ、（それ以外には）何ひと
つ可能ではない。-無を思い描く　1985 年
巨大な図書館は情報の固まりと
して見立てられ、主要な公共ス
ペースは、ヴォイドすなわち「ビ
ルディングの不在」として定義
される。ヴォイドは建設から解
放され、完全な孤立性が与えら
れている。
□ヴォイドの戦略
建築の不在としてのヴォイドが具現化されたのは、フランス国立図書館（TGB) のコン
ペ案であるが、TGB に先駆けるプロジェクトにおいてその可能性が見出されている。
一望監視システムによる刑務所
の改修案。中心の一望監視のた
めの場が、中庭、食堂へと自然
発生的に変化したことに可能性
が見出されており、それ伴合う
周囲の空白の意味の反転に着目
されている。
都市の衰退のデザインに重点が
置かれ、消去のプロセスによる
建築的法則の宙吊りに着目され
ている。不整形のヴォイドが絡
み合った全体が生成されてい
る。
バーコード状に並ぶ公園に直交
する直線的なモールは、大都市
の大通りのように機能し、平行
に並ぶ幾何学的なヴォイドを漂
うための舞台となっている。
ヴォイドの戦略
1980 1982 1987 1989
レム・コールハース（1944- ）
オランダの建築家。脚本家・ジャーナ
リストとして働いた後、ロンドンＡＡ
スクールで学び、建築家となる。建築
事務所 OMA とその研究機関である AMO
を主催する。
＊レム・コールハース『 S,M,L,XL+ : 
現代都市をめぐるエッセイ』 筑摩書房
2015
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3-1-6　まとめ
　使用者の概念の変化とともに、変転していった柔軟性の 4 つの性質を具体的に示した
上で、実体的柔軟性から感覚的柔軟性への批判的発展を整理した。
図５　柔軟性の歴史的展開
可動性
更新性
多義性
冗長性
柔軟性
使用者
使用者＝抽象的一般性
ルフェーヴル
『空間の生産』（1974）
ドゥボール
「パリの心理地理学的ガイド」（1956）
多木浩二
『生きられた家』（1976）
コールハース
「MUTATIONS」（2001）
使用者＝個別的、積極的空間実践者
リートフェルト
「シュレーダー邸」(1924)
ジャン・プルーヴェ
「クリシー人民の家」(1939 年）
菊竹清訓
「スカイハウス」（1958）
ワックスマン
「格納庫」（1953）
プライス
「ファン・パレス」（1964）
磯崎新
「お祭り広場」（1970）
コンスタント
「ニューバビロン」（1963）
フリードマン
「空中都市」(1958)
ピアノ、ロジャース
「ポンピドゥーセンター（1977）
ヴェンチューリ
『建築の多様性と対立性』（1982）
コールハース
「Koepel Panopticon Prison」(1980)
コールハース
”ヴォイドの戦略”(1989-)
藤本壮介
「HouseN」2008
磯崎新
「大分県立図書館」（1966）
プロセス・プランニング論
1920 1930 1940 1950 1960 1970 1980 1990 1990 2000
空間実践
シチュアシオニスト
メタボリズム
チーム X 宮晶子／ STUDIO 2A
「house K」2008
駒田建築設計事務所
「Y3」2009
乾久美子
「HouseK」2010
現代住宅における柔軟性
可動壁 可動屋根・床 可動設備
「多重機能をもつ部屋は、おそらく現代建築にお
けるフレキシビリティに寄せる関心に対する、
より正しい解答であろう。単一でなく多くの目
的をもち、可動の間仕切りでなく可動の家具を
備えた部屋は、実体的フレキシビリティより感
覚的フレキシビリティをもたらし、建物におい
て今だに必要とされる耐久性と丈夫さとを可能
とするものである。有効な曖昧さは有用なフレ
キシビリティをもたらすのである。」
建築形態による
感覚的柔軟性
技術的手段による
実体的柔軟性
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3-2　未完成に関する言説
3-2-1　対象
　実体的柔軟性から感覚的柔軟性へと移行する時代から活躍し現代まで影響を与え続け
ている建築家であり、未完成を指向した言説が確認できる磯崎新とフランク・ゲーリー
を対象とし、「未完成」概念、具体的手法、形態を抽出する。
30
□フランク・ゲーリー
「私たちはみな、仕上をしたものよりも建設中の建物の方が好きだ - この考えには誰も
が同意するだろう。仕上が施された構造よりも、施されていない構造のほうがずっと詩
的だ。」
-1978 年、Familian House に関して
「私は、未完成のもの - あるいは、例えばジャクソン・ポロック、デ・クーニング、セ
ザンヌの絵画に見られるような、塗料がただ塗りつけられたような性質に惹かれる。よ
く仕上げられ、磨かれ、全てのディテールが完璧な種類の建築にはそのような質が備わっ
ていないように思われる。私はそのような質を建物で表現したい。」
-1978 年、Familian House に関して
「これは私の住まいであり、この建物は今後も手が入れられていき、そしていつまでたっ
ても完成しない。」
-1978 年、自邸に関して
「建設中の建物の方が仕上げられた建物よりも素敵に見える。」
「どのようにしたら建物を建設中のようにすることができるのだろうか？そして、絵画
の表現や構成方法をどのように建物で探究することができるのだろうか？そのことが、
構造を解放し、剥き出しの木を使用し、偶然かのように建物を発展させる理由なのだ。」
-1984 年、Peter Arnell との対談より
Frank O. Gehry（1929 - ）
米国の建築家。ハーバード大学で都市
計画を学び、1962 年サンタモニカに
フランク・O. ゲーリー・アソシエイ
ツを開設。1989 年プリッツカー建築
賞受賞。
磯崎新（1931 - ）
日本の建築家。丹下健三に師事。1963
年磯崎新アトリエ設立。
□磯崎新
従来のように無限定にフレキシビリティを与えるのではなく、独立したエレメントにな
る空間単位が、連結的に展開する事、それをある時点で切断したものをそのまま建築と
みなそうというみかたである。そこで建築は常に未完成な状況そのものとなる。反転さ
せれば、成長する建築ということもできる。
-1967 年、プロセス・プランニングに関して
完結性、完全性、完璧性といった美を語る際に自明の理とされた性格から遠ざかること
だけを意図していたのではないか。
-プロセス・プランニングに関して
■未完成に関する言説
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3-2-2　磯崎新
概要
　1950 年代後半に建築活動を開始した磯崎新は、以降現代に至るまで、日本の建築界
を牽引してきた建築家の１人であり、磯崎の言説からは、未完成への指向を確認するこ
とができる。磯崎は、多くの建築理論を発表しているが、なかでも「プロセス・プラン
ニング論」は未完成を指向した代表的建築理論である。また、「プロセス・プランニング」
論で強調される「切断」は、後に「手法論」における主要な手法のひとつとしてまとめ
られる。よって、「プロセス・プランニング論」と「手法論」を整理し、未完成の関係
性と具体的形態を得る。
1971 年　「空間へ」
1975 年　「建築の解体」
1979 年　「建築の修辞」
1979 年　「手法が」
1979 年　「建築の地層」
1985 年　「いま、見えない都市」
1990 年　「見立ての手法　日本的空間の読解」
1990 年　「イメージゲーム -異文化との遭遇」
1991 年　「＜建築＞という形式１」
1996 年　「始源のもどき -ジャパネスキゼーション」
1996 年　「造物主義論 -デミウルゴモルフィスム」
1997 年　「空間へ　根源へと遡行する思考」
1999 年　「栖十二」
2000 年　「人体の影―アントロポモルフィスム」
2001 年　「神の似姿 -テオモルフィスム」
2001 年　「反回想１」
2001 年　「反建築史 /UNBUILT」
2003 年　「建築における「日本的なもの」」
プロセス・プランニング論
手法論
磯崎新の主な著作
3-2　未完成に関する言説
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3-2-2　磯崎新
未完成の関係性
　磯崎は、近代建築の規範の解体を通して、古典主義の原理である統一性や完成された
美が近代建築の前提であると考えた。この概念の元、建築の統合化の拒否、断片化、無
定形化を実現するための手続きとして「手法論」をまとめた。磯崎は幾何学的手法とし
て[射影][増幅 ]、論理的手法として[転写][切断 ]、行為的手法として[布石][梱包 ]
[ 応答 ]の計 7つを主要な手法として提示した。このうち、具体的な形態を伴わない [応
答]を除く6つの手法を関係性のつくりかたに着目して[暗示的関係性][多義的関係性]
[ 変質的関係性 ] の 3 つに整理した。この 3 つを未完成の関係性として定義する。
幾何学的手法 論理的手法 行為的手法
射影 増幅 転写 切断 布石 梱包
実像の虚像を繰り返
し生み出し、曖昧性
を創出する。
具体的物体を立体格
子によって被覆し、
存在感を無化する。
異なる像の情報を引
用し、元の意味内容
を変化させる。
仮定した形態を裁断
し、関係性を暗示さ
せる。
間をとることによ
り、意味を発生させ
る。
透明性をもった空間
の一部を隠蔽し、空
間を異化する。
多義的関係性
1つの要素に複数の関係性が共存していること。
暗示的関係性
ある関係性が間接的に示されること。
変質的関係性
異質な関係性を衝突させ、意味を確定させないこと。
未完成の関係性
完結性の否定
3-2　未完成に関する言説
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3-2-2　磯崎新
未完成の形態
「プロセス・プランニング論」は、建築を常に未完成な状況として表現するための計画
概念であった。磯崎は、歴史的な計画概念の全体性のイメージを批判し、規模が変動す
る全体性を想定した上で成長の方向性を示すプロセス・プランニングを提示した。この
計画概念が体現された 1966 年竣工の「大分県立図書館」では、樹状体スケルトンが採
用され、欠損を外部に表わすことで、未完成が表出された。また、磯崎は「大分県立図書館」
の批判的発展として、1995 年竣工の「豊の国情報ライブラリー」では、立方体スケル
トンを採用し、欠損を外部だけではなく、内部にも表わした。この 2 例の形態を「未完成」
概念の強く現われた形態として定義する（図 8）。
樹状体スケルトン（1966 年「大分県立図書館」磯崎新）
立方体スケルトン（1995 年「豊の国情報ライブララリー」磯崎新）
イメージの固定化された全体性
クローズド・プランニング
オープン・プランニング
無限に拡張する均質的全体性
プロセス・プランニング
成長の方向性が示された全体性
固定化された全体性 ,無方向的全体性を批判
計画概念 具体例
欠損と見えるヴォイドを外部だけでなく内部にも抱え込む
エレメントの規模とスケルトンのパターンの展開が予想される。
前川國男『国立国会図書館』
『トリニティ・カレッジ図書館』
計画概念と形態
3-2　未完成に関する言説
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3-2-3　フランク・ゲーリー
概要
　1970 年代から 80 年代にかけてのフランク・ゲーリーの言説からは、完成以前の状態
をつくりだすことへの関心がうかがえる。この指向は、主に「Gehry Residence」前後
の仕上に関して指摘でき、これに関して、岩元真明は、建築を意図的に未完成な状態に
とどめる未仕上の美学を建築界に導入した人物としてゲーリーを挙げている。＊1 また、
形態に着目すると、この「Gehry Residence」前後の期間に、完結した形態から崩れた
形態への移行を確認できる。これに関して、飯森まきは、ゲーリーの作品がルネサンス
的形式からバロック的形式への移行と同様の変遷をたどっていることを指摘した。＊2 ル
ネサンスからバロックへの様式変遷を論じたハインリッヒ・ヴェルフリンが、バロック
における形式をルネサンスにおける完結性とは対比的に論じたことをふまえ、バロック
的形態にゲーリーの未完成への指向が表れていると仮定し、作品分析を行う。
単純幾何学
水平・垂直の線的表現
「Steeves Residence」
歪みを持つ動的表現
軽快な外観
「Davis Studio」
異なる幾何学の挿入
素材の表現
「Gehry Residence」
曲面の分節、散在
大胆な形状
「Vitra Design Museum」
複雑な形状
構造体の隠蔽
「Guggenheim Museum Bilbao」
曲面の浮遊
構造体の表出
「Richard B. Fisher Center」
1978 1989 1997 20031959 1968
19781976 19791978 1978
ルネサンス的表現 ルネサンス的表現の終焉＝表現的転換点 自由な構造＝技術的転換点
「Norton Simon Guest House」「Cheviot Hills House」 「Familian House」 「Gehry Residence」 「Nelson House」
未仕上の試み
ゲーリーの作品の変遷
＊1岩元真明 「仕上、無仕上、未仕上、
脱仕上」ねもは 003「建築のメタリアル」
ねもは編集部 2012
＊2 飯森まき「フランク 0. ゲーリー
の建築作品の生成に関する研究」日本
建築学会計画系論文集 2003
3-2　未完成に関する言説
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3-2-3　フランク・ゲーリー
作品分析
　ヴェルフリンの論考から、形式を比較する着目点として、軸、平面構成、立面、全体構成、
ディテール、輪郭、内部空間の 7 つの項目を得た。これを基に、建築表現の転換点となっ
た「Gehry Residence」前後の主要作品に特徴的なバロック的形式を抽出する。
分析の着目点
形式
ルネサンスバロック
内部空間輪郭ディテール全体構成立面平面構成軸
対称
斜め
集中
長軸
垂直性強
水平性強
分割的
複合的
非連続
連続
鋭い輪郭
輪郭の否定
一瞥可
一瞥不可
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対象作品
3-2　未完成に関する言説
3-2-3　フランク・ゲーリー
考察
　「Gehry Residence」後にみられる大きな変化として、輪郭の否定の定着が挙げられる。
また、全体構成とディテールに着目すると、「Gehry Residence」以後、非連続的ディテー
ルによる複合的全体構成が基本となるが、80 年代以降は、連続的ディテールによる複
合的全体構成が試みられている。各々のボリュームの個別性の強調から、統一性への移
行がルネサンスからバロックへの移行と同様であることを確認できる。
1 1958-59 Steeves Residence
2 1964-65 Danziger Studio and Residence
3 1968-72 Davis Studio and Residence
4 1972-80 Santa Monica Place
5 1976-79 Gemini G.E.L.
6 1977-78 Gehry Residence
7 1977-79 Cabrillo Marine Museum
8 1978 Wagner Residence
9 1978 Gunther Residence
10 1978 Familian Residence
11 1978-79 Spiller Residence
12 1978 Loyola University Law School
13 1979-81 Indiana Avenue Houses
14 1982-84 California Aerospace Museum and Theater
15 1982-87 Winton Guest House
16 1983-88 University of California
17 1983-88 Sirmai-Peterson Residence
18 1984-88 Edgemar Developmet 
19 1985-89 Yale Psychiatric Institute
20 1985-89 Herman Miller Western Regional Facility
21 1986-89 schnabel Residence
22 1987-89 Vitra Museum
No.
バロック
作品名年代
ルネサンス
3-2　未完成に関する言説
3-2-3　フランク・ゲーリー
輪郭の否定
　　輪郭の否定に関して、転換点となった「Gehry Residence」の増築部から、具体的
手法を抽出すると、[ 切削 ][ 貫入 ][ 被覆 ][ 延長 ] の 4 つの手法が得られた。また、
これらの手法は「Gehry Residence」前後の作品にも同様に現われていることが確認で
きるため、輪郭の否定の基本的手法であるといえる。
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切削 被覆貫入 延長
Gemini G.E.L
1976-79 1977-79
Cabrillo Marine Museum
1978
Familian Residence
1978
Wagner Residence
1979-81
Indian Avenue House
1978
Gunther Residence
1978-79
Spiller Residence
1977-78
Gehry Residence
切削
貫入
被覆
延長
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
　「Gehry House」前後の作品
輪郭の否定の基本的手法
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1
1977-78
Gehry Residence
1982-87
Winton Guest House
1983-88
Sirmai-Peterson Residence
個別的ボリュームの複合
3-2　未完成に関する言説
3-2-3　フランク・ゲーリー
全体構成とディテール
　「Gehry Residence」から「Vitra Design Museum」へと至る表現の変遷として、非連
続的ディテールによる複合的ボリュームによる全体構成から、連続的ディテールによる
複合的ボリュームによる全体構成への移行を確認できる。以上から、完結した形態から
崩れた形態への移行は、個別的ボリュームの複合から、統一的ボリュームの複合への移
行に関係していることを明らかにした。
統一的ボリュームの複合
1987-89
Vitra Design Museum
1986-89
Schnabel Residence
全体構成とディテール
3-2　未完成に関する言説
3-2-4　まとめ
　磯崎の「未完成」概念から、未完成の関係性と具体的形態を得た。また、ゲーリーの「未
完成」概念が仕上だけではなく、形態にも表れていることを示し、未完成の具体的形態
を得た。
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3-3　章結
建築における未完成を総合的に整理した。柔軟性の 4 つの性質と磯崎新の建築理論から
得られた未完成の関係性を「未完成」概念として定義したうえで、そこから得られた手
法を並列した。また、その手法の対象を考察し、[ボリューム ][スケルトン ][部位 ][領
域 ][ スケール ][ 軸 ] を抽出した。さらに、この整理によって得られた具体的形態に加
えて、ゲーリーの作品分析から得られた未完成の具体的形態を対応させた。
建築における「未完成」
建築における未完成
柔軟性 未完成の関係性
可動性 更新性 多義性 冗長性 暗示的 多義的 変質的
手法
可動 反覆 重複 反転 切断 布石 射影 増幅 転写 梱包
ボリューム スケルトン 部位 領域 スケール 軸
対象
複合的 輪郭の否定樹状体 立方体
具体的
形態
概念
磯崎新「手法論」
フランク・ゲーリー
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第４章　設計提案
4-1　設計概要
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4-1-1　設計プロセス
　「未完成」概念の整理から、モデルを設定し、より具体的な設計提案を行う。概念の
整理の手順としては、芸術における「未完成」概念を主軸とし、建築設計へと応用する。
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4-1　設計概要
4-1-2　主題
　空間改変の誘発性をもつ建築を提案する背景として、インターネットを活用した小商
いの増加と実店舗をもつことのリスクの矛盾に着目した。実店舗をもちたい単身者を主
な対象住人として、事業の拡張に合わせた改変が可能であり、集積することによる集客
性の向上を図った未完成な集合住宅を設計する。
背景：インターネットを活用した小商いの増加 提案：実店舗化のリスク軽減→未完成な集合住宅
こだわったものが見つかることが
嬉しいけど、実際の商品を手にと
ることができたら尚良い。
事業の拡張に合わ
せた改変が可能
手軽に商いができることが便利。
店を構えたいが、開業のリスクは
なるべく避けたい。
集積することによ
る集客性の向上
SHOP
SHOP
SHOP
SHOP
SHOP
SHOP×
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4-1　設計概要
4-1-3　敷地
　対象敷地は、駅前に対して賃料が低く、また、構築と非構築の混在するコンテクスト
を反映するために、スプロール化の影響で住宅街と畑が混在した東京の郊外を設定した。
対象敷地
住宅街と畑が混在する東京都の郊外
敷地面積 1500 ㎡第一種住居専用地
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4-1　設計概要
4-1-4　用途の変遷
　主題と敷地の設定から、初期状態は、畑付集合住宅として、徐々に店舗の増加によっ
て商店街に変化していく集合住宅を提案する。
畑付集合住宅 商店街
4-1　設計概要
4-1-5　モデル
　芸術における「未完成」概念を、空間改変を助長する建築の設計提案へと利用するた
めに、[暫定性 ][ 無限性 ][ 混沌性 ]を未完成さの質の表出に関わる項目、[参加性 ]
を空間改変の手がかりに関わる項目として整理した。[異なるスケールの重複 ]に [複
合的ボリューム ]、[反復するパターンの切断 ]に [立方体スケルトン ]を対応させ、[暫
定性 ]と [無限性 ]を複合した、異なるスケールの立方体フレームの複合によるモデル
を得た。
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暫定性
[ 異なるスケールの重複 ]
[ 反覆するパターンの切断 ]
芸術における未完成
[複合的ボリューム ]
[立方体スケルトン]
建築における未完成
無限性混沌性参加性
未完成さの質
空間改変の手がかり
未完成概念の整理
モデル
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4-1　設計概要
4-1-6　モデルのスタディ
　モデルに対して、領域、素材の重複を検討し、改変可能な木造グリッドと、改変不可
な鉄骨グリッドを並置することで、混沌性を表出した。また、共有空間での、積極的な
アクティビティを想定し、木造グリッドに共有空間、鉄骨グリッドに居住空間を対応さ
せた。
高さ方向の領域の重複の検討 グリッドの距離感の検討
決定モデル
4-2　設計提案
4-2-1　ゾーニング
　居住空間と共有空間の重複箇所を商店として利用されることを想定した拡張可能空間
として設定し、拡張可能空間の配置からゾーニングを決定した。敷地中央に共用空間、
その周囲に居住空間を配置することで、商店街の形式を表出する。
　また、周辺環境から、共用空間を敷地南面の畑へと解放するように居住空間をコの字
型に配置する。
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共有空間
木造
居住空間
鉄骨造
拡張可能空間
鉄骨造×木造 改変可
改変不可
畑
公園
【共有空間グリッド】
ヒューマンスケール
【居住空間グリッド】
戸建て住宅スケール
【居住空間スラブ配置】
グリッドの輪郭の否定
【拡張可能空間スラブ】
共用空間との境界の重複
スラブ
フレーム
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4-2　設計提案
4-2-2　全体構成
　共有空間は改変しやすく、ヒューマンスケールの高さの木のフレーム、居住空間は敷
地周辺の戸建て住宅と同程度の高さの鉄骨フレームによる全体構成を決定した。
　また、居住空間に対し、[輪郭の否定 ]を適用し、立方体フレームからはみだすよう
にスラブを配置し、「拡張可能空間」のスラブは、素材を木とすることで、スラブの上
下に領域を拡張可能とした。
初期状態平面
最低限の居住空間は、スラブのレベル差によって隣接する部屋が仕切られる。また、共有空間に面した「拡張可能空間」が店
舗として使われることを想定しているため各住戸はそれぞれのアクセスを有する。
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2 層目平面図（S=1/600)1 層目平面図 (S=1/600)
GL+1150mm
GL+1650mm
GL+2150mm
GL+3650mm
GL+4150mm
GL+2650mm
GL+1650mm
GL+2150mm
GL+2650mm
GL+3150mm
GL+3150mm
GL+3150mm
GL+2150mm
GL+3650mm
GL+4150mm
GL+2650mm
GL+3150mm
GL+3150mmGL+2150mm
GL+2150mm
GL+3650mm
GL+3150mm
GL+2150mmGL+2650mm
GL+4150mm
GL+3150mm
GL+5650mm
GL+4650mm
GL+5150mm
GL+4650mm
GL+5650mm
GL+5150mm
GL+4650mm
GL+4150mm
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初期状態立面
各住戸が浮くことで、共有空間への視認性、アクセスを高め、アクティビティが地域に共有されることを意図している。また、
道路に面する立面は、公園に対する立面に対して遮蔽性を高めることで、共有空間に落ち着きを与えている。
道路側立面
公園側立面
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畑付集合住宅から商店街への変遷
初期状態は、共有空間は畑、「拡張可能空間」は縁側として使用される。徐々に、「拡張可能空間」を店舗として改変する住戸
が増え始めると、共有空間にデッキ、キャットウォークが増設され、住戸へのアクセスの方向が変化する。
畑付集合住宅
商店街
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畑付集合住宅
商店街
居住空間のフレームをてがかりにテーブルが設置された 共用空間のフレームをてがかりに仮設店舗が設置された
共用空間のフレームにデッキがはられ、「拡張可能空間」へのアクセス空間となる
共有空間の変遷
初期状態では、調理場やテーブル、野菜の直売所が設置される。商店街へと変遷すると、共用空間の木フレームにデッキがはられ、
階段が設置され、拡張可能空間へのアクセスが増えていく。デッキの設置によって立体的な共用空間となる。
「拡張可能空間」の変遷
「拡張可能空間」にキッチンが面する 105 号室の変遷。
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(S=1/500) (S=1/150)
1. 通常のベランダとして使用される。 2. デッキを拡張することで、ダイニングを増設可能。 3. 共用空間とのアクセスを設け、上下方向にも空間を
拡張することで、カフェを開店可能。
「拡張可能空間」の変遷
「拡張可能空間」にワンルームが面する 106 号室の変遷。
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(S=1/500) (S=1/150)
1. ワンルームと一体的に、外部の作業スペースとして
使用可能。
2. フレームを手がかりに、簡単に半屋内化することで、
居住性を高めることができる。
3. デッキの一部を解体し、ピロティを倉庫として活用
し、工房を開店可能。
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「拡張可能空間」の変遷
日当たりのよい 110 号室の変遷。
(S=1/500) (S=1/150)
1. 植物の育ちがよいベランダ。 2. フレームを手がかりに、木材を架け渡すことで、植
物を立体的に配置可能。
3. フレームをガラスで覆うことで、サンルームとして
使用可能。
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「拡張可能空間」の変遷
ピロティが道路に面した 103 号室の変遷。
(S=1/500) (S=1/150)
1. ピロティと居室を一体的に利用することを想定し、
デッキを立体的に配置。
2. 屋根と棚板を架けることで、半屋内のマーケットと
して使用可能。
3. ピロティに店舗をオープンし、拡張可能空間と一体
的に利用可。
4-3　章結
　以上の過程を経て、空間改変を助長する住居主体の「商店街」としての集合住宅を設
計した。
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結章　総括と展望
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本論文では、芸術論と建築論における「未完成」概念を横断的に取り上げ考察すること
で、その性質と成り立ちを明らかにした。設計提案ではそれらを整理し、積極的な空間
改変を助長する集合住宅の設計を行い、「未完成」概念を総合的に応用した空間表現の
可能性を示した。
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「未完成」概念の考察に基づく建築設計提案
■序 章　研究の背景と目的
　建築作品は、竣工の時点で完成の状態になるという意図に基づい
て設計される。しかし、フロー型産業からストック型産業への構造
転換に伴い、昨今、DIY による建築の改変は一般的になりつつあり、
その完成の概念の有効性は揺らいでいる。
　DIY ムーブメントは第二次世界大戦の戦後復興として生じるが、そ
の思想形成に影響を与えたとされるのが、思想家ギィ・ドゥボール
である。ドゥボールは、都市の読み方の多様性を喚起した領域横断
的な前衛グループであるシチュアシオニスト・インターナショナル
の中心的人物であった。シチュアシオニストの中でも建築の分野を
先導したコンスタント・ニーヴェンホイスは、永続的な創造を可能
にする建築を構想し、解体可能な軽量建築を提案した。コンスタン
トの提案した建築は、不定形性、不確定性、過渡的性格、全体像の
否定により、竣工の時点での未完成を標榜していた。一方、近年の
DIY を想定した作品においては、全体像を保持したうえでその一部を
未完成な状態として表出し、空間のつくり込みを使い手にまかせる
傾向がみられる。歴史的に DIY と未完成は様々に捉えられてきた（図
1）。また、未完成を表わす多くの語句は、未完成な芸術作品を描写
するために誕生したことから、建築論だけでなく、芸術論からの考
察も有効であるといえる。
　本研究では、DIY を誘発する未完成なデザインがより普遍化するこ
とを想定したうえで、その空間表現の可能性を広げるための知見を
得ることを目的とし、芸術論と建築論における「未完成」概念の考
察を行う。そこから得られた知見を総合的に応用し、具体的な設計
提案によってその可能性を検証する。
■第２章　芸術における未完成
2-1　未完成の形式
　J.A. シュモルは、1956 年に開催された「未完成なる芸術形式」を
めぐるシンポジウムを受けて、創作過程の諸側面を 5 つの図解によっ
て示した。1）この図解より、実際の制作材料を用いる形成過程に現わ
れる未完成作品（PG）と芸術家の内的完成（W）との関係に着目すると、
未完成の 2 つの質を指摘できる。1 つは、芸術家による完成像が想定
されているが未完成な形式を表出する内的要因による未完成、もう 1
つは、完成像が想定されておらず、他者の解釈によるイメージの補
足や変転を主題とした外的要因による未完成である（図 2）。
2-2　歴史的展開
2-2-1 概要　芸術における未完成をめぐる 3 つの主要な書籍を参照
し、『芸術における未完成』、『潜在的イメージ - モダン・アートの曖
昧性と不確定性』から内的要因・外的要因による「未完成」概念、
『UNFINISHED』から現代芸術における「未完成」概念を抽出した。以
上を基に、芸術における「未完成」概念の歴史的展開をまとめ、概
念と作品の位置づけを明確にする（図 3）。
2-2-2 内的要因による未完成　未完成を表わす多くの語句が誕生し
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論　文　構　成
たルネサンス期に、芸術家の内的要因によって、完全には仕上げな
いままにされた作品が現われるようになる。クラウス・コンラートは、
未完成について、芸術家の自己省察の程度が決定的な要因となると
述べた。1）形態の萌芽が生じてから最終形態にいたるまでの前形成に
おける内的ヴィジョンが豊かであればあるほど、作品は必然的に未
完成になる。ミケランジェロの未完成作品は、ミケランジェロに関
する言説や、その創作方法から、仕上には該当するが構想には該当
しないことが分かっている。これは、壮大な構想が実現できない内
的要因による未完成だといえる。
2-2-3 外的要因による未完成　美術史家のダリオ・ガンボーニは、
作者の意図に呼応しながらも、観る者の介在によって完全に存在し
うるイメージを「潜在的イメージ」と定義した。2）潜在的イメージは
観る者にヴィジョンの能動性と主観性を自覚させ、従来の作り手と
受容者の関係を大きく揺るがすようなイメージである。この起源と
して、マニエリスム期に定着化した擬人的風景画があり、これ以降、
芸術において、観る者の想像力の役割が必要不可欠な要素として意
識されるようになっていく。
2-2-4 現代芸術による未完成　1950 年以降、多くの芸術家にとって、
未完成は追求するべき目標となる。芸術作品の未完成を主題とした
展覧会「UNFINISHED」のキュレーターであるケリー・バウムは、第
二次世界大戦以後から現代に至るまでの未完成の特徴として、無数
の完成の可能性を表出する [ 暫定性 ]、無方向性・無限の展性を表出
する [ 無限性 ]、生成と消失が共存した [ 混沌性 ]、観る者に完成を
ゆだねる [ 参加性 ] の 4 つの性質を指摘した。3）
2-2-5 まとめ　内的要因による未完成から、外的要因による未完成
への移行を確認できた。また、外的要因の未完成である潜在的イメー
ジの作品は、現代における未完成の 4 つの性質のうちの [ 参加性 ]
と同義であることを整理した。
2-3　作品分析
2-3-1 対象作品　現代における未完成の 4 つの性質の代表例として
『UNFINISHED』に挙げられている作品に、『潜在的イメージ―モダン・
アートの曖昧性と不確定性』に挙げられている作品を加え、そのうち、
明確な考察が可能な計 15 作品を対象として、その作品解説から、具
体的なイメージの構成方法を抽出した（表 1）。
2-3-2 考察　15 作品のイメージの構成方法の共通点を整理すること
で、[分解 ][切断 ][並置 ][重複 ]の 4つの基本的な手法を得た。[分
解 ][ 切断 ] は、あるひとつの要素を基にその全体性からの不足を表
現することによって未完成を表出する減算的手法である。[並置][重
複 ] は複数の要素を基に複数のイメージを想像させることによって
未完成を表出する加算的手法である。また、その具体的な対象を抽
出することで、[異なるスケールの重複 ]、[反復するパターンの切断 ]
[ 構築性と非構築性の並置 ][ 全体性の分解 ][ 全体性の切断 ][ 全体
性の切断と並置 ][ 境界の重複 ][ 異なる軸の重複 ][ まとまりの分解
と重複 ] の 9 つの具体的手法を得た（図 4）。
2-4　章結　
未完成の形式から、内的要因による未完成、外的要因による未完成
を定義し、それらに現代芸術における未完成の観点を加え、「未完成」
概念の歴史的展開を整理した。また、現代芸術における未完成「概念」
を基とした作品分析から、未完成の創出手法として作品分析から 4
つの基本的手法と 9 つの具体的手法を得た。
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と重複 ] の 9 つの具体的手法を得た（図 4）。
2-4　章結　
未完成の形式から、内的要因による未完成、外的要因による未完成
を定義し、それらに現代芸術における未完成の観点を加え、「未完成」
概念の歴史的展開を整理した。また、現代芸術における未完成「概念」
を基とした作品分析から、未完成の創出手法として作品分析から 4
つの基本的手法と 9 つの具体的手法を得た。
壮大なヴィジョンによる未完成（レオナルド・ミケランジェロ）
「擬人的風景画」
観者に選択性を提示
「サロン・ドートンヌ展風刺画」
観者の主体性の重視
表１　対象作品
図４　芸術における「未完成」
図３　芸術における「未完成」概念の歴史的展開
分解 切断 並置 重複
1 暫定 Number 28 ジャクソン・ポロック 1950年 異なるスケール
2 無限 No.B.62 草間彌生 1962年 反覆するパターン
3 混沌 Mirros and Shelly ロバート・スミッソン 1970年 構築性と非構築性
4 擬人的風景、女性の頭部 作者不詳 16世紀後半 異なる軸
5 遊技カード ヴォルホース 1804年 異なる軸
6 格子の門 ジョルジュ・スーラ 1883年 境界
7 シヴェルニー近くのセーヌ河の朝 クロード・モネ 1897年 境界
8 眠り ウジェーヌ・カリエーヌ 1897年 全体性
9 最後のヴィジョン オーギュスト・ロダン 1903年 全体性
10 断片に引き裂かれたイヴォンヌとマグダレーヌ マルセル・デュシャン 1911年 まとまり
11 即興曲二十六番『ボートを漕ぐ』 ワシリー・カンディンスキー1912年 全体性
12 不定形（アモルフ）、二色のフーガ フランティシェク・クプカ 1912年 全体性
13 コンポジション（チェッカー盤、暗い色彩）ピエート・モンドリアン 1919年 まとまり
14 容貌の結晶化 パウル・クレー 1924年 まとまり
15 Do It Yourself(Violin) アンディー・ウォーホル 1962年 全体性
手法
手法の対象
参加
no 性質 作品名 作者 年代
16C後半
1907 年
「未完成」概念
現代芸術における未完成の性質
1957 年
「暫定性」 「無限性」 「混沌性」 「参加性」
無数の完成の
可能性の表出
無方向性、無限
の展性の表出
生成と消失の共存 観る者に完成をゆだねる
芸術における未完成
概念
具体的
手法
分解 切断 並置 重複
まとまり
の分解と
重複
異なる軸
の重複
境界の
重複
異なる
スケール
の重複
反覆する
パターン
の切断
全体性
の分解
全体性
の切断
構築性と
非構築性
の並置
減算的手法 加算的手法
基本的
手法
全体性の
切断と
並置
暫定性 無限性 混沌性 参加性
タブローをつくるのは『それを観る者である』
(マルセル・デュシャン）
16C前半
内的要因による未完成
観る者によって完成されるイメージ＝「潜在的イメージ」
外的要因による未完成
年代 /
(表１・no1) (表１・no2) (表１・no3) (表１・no15)
■第３章　建築における未完成
3-1　柔軟性
3-1-1 概要　建築デザインに時間性と予測不可能性が導入される契
機となった柔軟性”フレキシビリティ”の概念は、第二次世界大戦
後の西欧諸国で使用者への配慮が高まったことに由来する。柔軟性
の概念が、使用者の概念の変化とともに変転していったことをふま
えた上で、[ 可動性 ][ 更新性 ][ 多義性 ][ 冗長性 ] に細分し、これ
を柔軟性の 4 つの性質として定義する。それぞれの契機となった具
体的な作品、言説、概念を整理する（図 5）。
3-1-2 可動性　空間の使い方に多様性を生む手段として、技術的手
段による種々の移動可能なシステムが試みられた。間仕切りから始
まり、床、屋根、設備と様々な建築構成部位へその試みは拡大され
ていった。
3-1-3 更新性　可動性に変わり、軽量の建築構造と機械的設備が発
展する。この起源は、すべての設備を建物の天井裏に置くことで、
建物内での機能の割り当てと配置の自由を可能とするワックスマン
によるシステムにある。このシステムは、1960年代から70年代に様々
な建築家によって参照され、内部で生じる出来事の変化に対応する
ために、物理的情報の削減されたスペースフレームによる永続的構
造が構想された。
3-1-4 多義性　ロバート・ヴェンチューリは、技術的手段による実体
的柔軟性を批判し、多重の意味や機能を有することによる感覚的柔
軟性を重要視した。5）これに関連して、矢萩喜從郎が指摘した仮想境
界面を挙げることができる。6）矢萩は感覚的柔軟性を具体的に把握す
る手がかりとして、視覚的な拠り所に生じる関係性を分析した。こ
のような仮想的な境界は、壁・柱といった建築構成要素の配置によっ
て生じる。
3-1-5 冗長性　特定の用途のために存在するのではない余白であり、
異なる解釈や用途をも可能にする余分な許容力のことである。図と
地の反転可能性を備えている。これに関連して、レム・コールハー
スの唱える「ヴォイドの戦略」を指摘できる。コールハースは、通常、
地としてとらえられるヴォイドに完全な独立性を与えたデザインを
施すことで、図と地の反転を試みた。
3-1-6 まとめ　使用者の概念の変化とともに、変転していった柔軟
性の 4 つの性質を具体的に示した上で、実体的柔軟性から感覚的柔
軟性への批判的発展を整理した。
3-2　未完成に関する言説
3-2-1 対象　実体的柔軟性から感覚的柔軟性へと移行する時代から
活躍し現代まで影響を与え続けている建築家であり、未完成を指向
した言説が確認できる磯崎新とフランク・ゲーリーを対象とし、「未
完成」概念、具体的手法、形態を抽出する。
3-2-2 磯崎新
概要　1950 年代後半に建築活動を開始した磯崎新は、以降現代に至
るまで、日本の建築界を牽引してきた建築家の１人である。また、
磯崎の言説からは、未完成への指向を確認することができる。未完
成を指向した代表的建築理論として「プロセス・プランニング論」
と「手法論」を整理し、未完成の関係性と具体的形態を得る。
未完成の関係性　磯崎は、近代建築の規範の解体を通して、古典主
義の原理である統一性や完成された美が近代建築の前提であると考
えた。この概念の元、建築の統合化の拒否、断片化、無定形化を実
現するための手続きとして「手法論」をまとめた。磯崎は幾何学的
手法として [ 射影 ][ 増幅 ]、論理的手法として [ 転写 ][ 切断 ]、行
為的手法として [ 布石 ][ 梱包 ][ 応答 ] の計 7 つを主要な手法とし
て提示した。このうち、具体的な形態を伴う [ 応答 ] を除く 6 つの
図５　柔軟性の歴史的展開
手法を関係性のつくりかたに着目して [ 暗示的関係性 ][ 多義的関係
性 ][ 変質的関係性 ] の 3 つに整理した（図 6）。この 3 つを未完成の
関係性として定義する。
未完成の形態　「プロセス・プランニング論」は、建築を常に未完成
な状況として表現するための計画概念であった。磯崎は、歴史的な
計画概念の全体性のイメージを批判し、規模が変動する全体性を想
定した上で成長の方向性を示すプロセス・プランニングを提示した
（図 7）。この計画概念が体現された 1966 年竣工の「大分県立図書館」
では、樹状体スケルトンが採用され、欠損を外部に表わすことで、
未完成が表出された。また、磯崎は「大分県立図書館」の批判的発
展として、1995 年竣工の「豊の国情報ライブラリー」では、立方体
フレームを採用し、欠損を外部だけではなく、内部にも表わした。
この 2 例の形態を「未完成」概念の強く現われた形態として定義す
る（図 8）。
3-2-3 フランク・ゲーリー　
概要　1970 年代から 80 年代にかけてのフランク・ゲーリーの言説か
らは、完成以前の状態をつくりだすことへの関心がうかがえる。こ
の指向は、主に「自邸」前後の仕上に関して指摘でき、これに関して、
岩元真明は、建築を意図的に未完成な状態にとどめる未仕上の美学
を建築界に導入した人物としてゲーリーを挙げている。10）また、形
態に着目すると、この「自邸」前後の期間に、完結した形態から崩
れた形態への移行を確認できる（図 9）。これに関して、飯森まきは、
ゲーリーの作品がルネサンス的形式からバロック的形式への移行と
同様の変遷をたどっていることを指摘した。11）ルネサンスからバロッ
クへの様式変遷を論じたハインリッヒ・ヴェルフリンが、バロックに
おける形式をルネサンスにおける完結性とは対比的に論じたことを
ふまえ、バロック的形態にゲーリーの未完成への指向が表れている
と仮定し、作品分析を行う。
作品分析　ヴェルフリンの論考から、形式を比較する着目点として、
軸、平面構成、立面、全体構成、ディテール、輪郭、内部空間の 7
つの項目を得た（図 10）。これを基に、建築表現の転換点となった「自
邸」前後のゲーリーの作品に特徴的なバロック的形式を抽出した。
その結果、主に全体構成と輪郭に関してバロック的形式が当てはま
ることが分かった。全体構成に関して、特に「自邸」以降、各々の
ボリュームの個別性が強調されるようになる。また、輪郭に関して、
転換点となった「自邸」の増築部に着目すると、[切削 ][ 貫入 ][ 被覆 ]
[ 延長 ] の 4 つの具体的手法が得られた。これらの手法は自邸前後の
作品にも同様に現われていることが確認できた。以上から、[複合的 ]
全体構成と [ 輪郭の否定 ] を未完成の形態として定義する。
3-2-4 まとめ　磯崎の「未完成」概念から、未完成の関係性と具体
的形態を得た。また、ゲーリーの「未完成」概念が仕上だけではなく、
形態にも表れていることを示し、未完成の具体的形態を得た。
3-3　章結
建築における未完成を総合的に整理した（図 11）。柔軟性と磯崎新の
建築理論から得られた未完成の関係性を「未完成」概念として定義
したうえで、そこから得られた手法を並列した。さらに、その手法
の対象を考察し、[ボリューム][スケルトン][部位 ][領域 ][スケー
ル ][ 軸 ] を抽出した。また、この整理によって得られた具体的形態
に加えて、ゲーリーの作品分析から得られた未完成の具体的形態を
対応させた。
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「多重機能をもつ部屋は、おそらく現代建築に
おけるフレキシビリティに寄せる関心に対す
る、より正しい解答であろう。単一でなく多く
の目的をもち、可動の間仕切りでなく可動の家
具を備えた部屋は、実体的フレキシビリティよ
り感覚的フレキシビリティをもたらし、建物に
おいて今だに必要とされる耐久性と丈夫さとを
可能とするものである。有効な曖昧さは有用な
フレキシビリティをもたらすのである。」
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■第３章　建築における未完成
3-1　柔軟性
3-1-1 概要　建築デザインに時間性と予測不可能性が導入される契
機となった柔軟性”フレキシビリティ”の概念は、第二次世界大戦
後の西欧諸国で使用者への配慮が高まったことに由来する。柔軟性
の概念が、使用者の概念の変化とともに変転していったことをふま
えた上で、[ 可動性 ][ 更新性 ][ 多義性 ][ 冗長性 ] に細分し、これ
を柔軟性の 4 つの性質として定義する。それぞれの契機となった具
体的な作品、言説、概念を整理する（図 5）。
3-1-2 可動性　空間の使い方に多様性を生む手段として、技術的手
段による種々の移動可能なシステムが試みられた。間仕切りから始
まり、床、屋根、設備と様々な建築構成部位へその試みは拡大され
ていった。
3-1-3 更新性　可動性に変わり、軽量の建築構造と機械的設備が発
展する。この起源は、すべての設備を建物の天井裏に置くことで、
建物内での機能の割り当てと配置の自由を可能とするワックスマン
によるシステムにある。このシステムは、1960年代から70年代に様々
な建築家によって参照され、内部で生じる出来事の変化に対応する
ために、物理的情報の削減されたスペースフレームによる永続的構
造が構想された。
3-1-4 多義性　ロバート・ヴェンチューリは、技術的手段による実体
的柔軟性を批判し、多重の意味や機能を有することによる感覚的柔
軟性を重要視した。5）これに関連して、矢萩喜從郎が指摘した仮想境
界面を挙げることができる。6）矢萩は感覚的柔軟性を具体的に把握す
る手がかりとして、視覚的な拠り所に生じる関係性を分析した。こ
のような仮想的な境界は、壁・柱といった建築構成要素の配置によっ
て生じる。
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3-1-5 冗長性　特定の用途のために存在するのではない余白であり、
異なる解釈や用途をも可能にする余分な許容力のことである。図と
地の反転可能性を備えている。これに関連して、レム・コールハー
スの唱える「ヴォイドの戦略」を指摘できる。コールハースは、通常、
地としてとらえられるヴォイドに完全な独立性を与えたデザインを
施すことで、図と地の反転を試みた。
3-1-6 まとめ　使用者の概念の変化とともに、変転していった柔軟
性の 4 つの性質を具体的に示した上で、実体的柔軟性から感覚的柔
軟性への批判的発展を整理した。
3-2　未完成に関する言説
3-2-1 対象　実体的柔軟性から感覚的柔軟性へと移行する時代から
活躍し現代まで影響を与え続けている建築家であり、未完成を指向
した言説が確認できる磯崎新とフランク・ゲーリーを対象とし、「未
完成」概念、具体的手法、形態を抽出する。
3-2-2 磯崎新
概要　1950 年代後半に建築活動を開始した磯崎新は、以降現代に至
るまで、日本の建築界を牽引してきた建築家の１人である。また、
磯崎の言説からは、未完成への指向を確認することができる。未完
成を指向した代表的建築理論として「プロセス・プランニング論」
と「手法論」を整理し、未完成の関係性と具体的形態を得る。
未完成の関係性　磯崎は、近代建築の規範の解体を通して、古典主
義の原理である統一性や完成された美が近代建築の前提であると考
えた。この概念の元、建築の統合化の拒否、断片化、無定形化を実
現するための手続きとして「手法論」をまとめた。磯崎は幾何学的
手法として [ 射影 ][ 増幅 ]、論理的手法として [ 転写 ][ 切断 ]、行
為的手法として [ 布石 ][ 梱包 ][ 応答 ] の計 7 つを主要な手法とし
て提示した。このうち、具体的な形態を伴う [ 応答 ] を除く 6 つの
手法を関係性のつくりかたに着目して [ 暗示的関係性 ][ 多義的関係
性 ][ 変質的関係性 ] の 3 つに整理した（図 6）。この 3 つを未完成の
関係性として定義する。
未完成の形態　「プロセス・プランニング論」は、建築を常に未完成
な状況として表現するための計画概念であった。磯崎は、歴史的な
計画概念の全体性のイメージを批判し、規模が変動する全体性を想
定した上で成長の方向性を示すプロセス・プランニングを提示した
（図 7）。この計画概念が体現された 1966 年竣工の「大分県立図書館」
では、樹状体スケルトンが採用され、欠損を外部に表わすことで、
未完成が表出された。また、磯崎は「大分県立図書館」の批判的発
展として、1995 年竣工の「豊の国情報ライブラリー」では、立方体
フレームを採用し、欠損を外部だけではなく、内部にも表わした。
この 2 例の形態を「未完成」概念の強く現われた形態として定義す
る（図 8）。
3-2-3 フランク・ゲーリー　
概要　1970 年代から 80 年代にかけてのフランク・ゲーリーの言説か
らは、完成以前の状態をつくりだすことへの関心がうかがえる。こ
の指向は、主に「自邸」前後の仕上に関して指摘でき、これに関して、
岩元真明は、建築を意図的に未完成な状態にとどめる未仕上の美学
を建築界に導入した人物としてゲーリーを挙げている。10）また、形
態に着目すると、この「自邸」前後の期間に、完結した形態から崩
れた形態への移行を確認できる（図 9）。これに関して、飯森まきは、
ゲーリーの作品がルネサンス的形式からバロック的形式への移行と
同様の変遷をたどっていることを指摘した。11）ルネサンスからバロッ
クへの様式変遷を論じたハインリッヒ・ヴェルフリンが、バロックに
おける形式をルネサンスにおける完結性とは対比的に論じたことを
ふまえ、バロック的形態にゲーリーの未完成への指向が表れている
と仮定し、作品分析を行う。
作品分析　ヴェルフリンの論考から、形式を比較する着目点として、
軸、平面構成、立面、全体構成、ディテール、輪郭、内部空間の 7
つの項目を得た（図 10）。これを基に、建築表現の転換点となった「自
邸」前後のゲーリーの作品に特徴的なバロック的形式を抽出した。
その結果、主に全体構成と輪郭に関してバロック的形式が当てはま
ることが分かった。全体構成に関して、特に「自邸」以降、各々の
ボリュームの個別性が強調されるようになる。また、輪郭に関して、
転換点となった「自邸」の増築部に着目すると、[切削 ][ 貫入 ][ 被覆 ]
[ 延長 ] の 4 つの具体的手法が得られた。これらの手法は自邸前後の
作品にも同様に現われていることが確認できた。以上から、[複合的 ]
全体構成と [ 輪郭の否定 ] を未完成の形態として定義する。
3-2-4 まとめ　磯崎の「未完成」概念から、未完成の関係性と具体
的形態を得た。また、ゲーリーの「未完成」概念が仕上だけではなく、
形態にも表れていることを示し、未完成の具体的形態を得た。
3-3　章結
建築における未完成を総合的に整理した（図 11）。柔軟性と磯崎新の
建築理論から得られた未完成の関係性を「未完成」概念として定義
したうえで、そこから得られた手法を並列した。さらに、その手法
の対象を考察し、[ボリューム][スケルトン][部位 ][領域 ][スケー
ル ][ 軸 ] を抽出した。また、この整理によって得られた具体的形態
に加えて、ゲーリーの作品分析から得られた未完成の具体的形態を
対応させた。
図９　ゲーリーの作品の変遷
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図１１　建築における「未完成」
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図１０　分析の着目点
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■第４章　設計提案
4-1 設計概要
4-1-1 設計プロセス　「未完成」概念の整理から、モデルの設計を行っ
たのち、より具体的な設計提案を行う。概念の整理の手順としては、
芸術における「未完成」概念を主軸とし、建築設計へと応用する。
4-1-2 モデル　芸術における「未完成」概念を、空間改変を助長する
建築の設計提案へと利用するために、[暫定性 ][ 無限性 ][ 混沌性 ]
を未完成さの質の表出に関わる項目、[参加性 ]を空間改変の手がか
りに関わる項目として整理した。その上で、未完成さの質を表出した
モデルのスタディを行った。[異なるスケールの重複 ]に [複合的ボ
リューム ]、[反復するパターンの切断 ]に [立方体スケルトン ]を
対応させた。以上から、[暫定性 ]と [無限性 ]を複合した、異なる
スケールの立方体フレームの複合によるモデルを得た（図 12）。
4-2 設計提案　
4-2-1 主題　前節で得たモデルを応用し、積極的な空間改変を助長す
る建築を提案する。空間改変の誘発性をもつ建築を提案する背景とし
て、小商いの増加と実店舗をもつことのリスクの矛盾に着目した。実
店舗をもちたい単身者を主な対象住人として、住居主体の「商店街」
としての集合住宅を提案する（図 13）。
4-2-2 敷地　対象敷地は、主題から賃料が低いこと、また、構築と非
構築の混在するコンテクストを反映するために、スプロール化の影響
で住宅街と畑が混在した東京の郊外を設定した（図 14）。
4-2-3 全体構成　提案する建築は、通常の集合住宅と同様に居住空間
と共用空間で構成される。また、居住空間を改変不可な鉄骨造による
空間と改変可能な木造による空間「拡張可能空間」で構成し、[混沌
性 ]を表出する。共用空間には商店街と同様の関係性を間接的に示す
ために、暗示的関係性の手法である [布石 ]を適用し、共用部分の周
囲に商業利用を想定した「拡張可能空間」を配置する。以上を考慮し、
敷地中央に共用空間、その周囲に居住空間を配置する。また、周辺環
境を読み込み、居住空間を敷地南面の畑へと解放するようにコの字型
に配置する（図 15）。
4-2-4 モデルの応用　共用空間と居住空間を異なるスケールの立方体
フレームで構成し、複合する箇所に、「拡張可能空間」を配置する。
フレームの高さは、共有空間をヒューマンスケール、居住空間を敷地
周辺の戸建て住宅と同程度に設定した。「拡張可能空間」と共有空間
は木のフレームで構成し、空間改変の手がかりとなる [境界の重複 ]
を適用する。また、居住空間のフレームに対し、[輪郭の否定 ]を適
用し、立方体フレームからはみだすようにスラブを配置する（図 16）。
4-3 章結
以上の過程を経て、空間改変を助長する住居主体の「商店街」として
の集合住宅を設計した（図 17）。
■結章　総括と展望
本論文では、芸術論と建築論における「未完成」概念を横断的に取り
上げ考察することで、その性質と成り立ちを明らかにした。設計提案
ではそれらを整理し、積極的な空間改変を助長する集合住宅の設計を
行い、「未完成」概念を総合的に応用した空間表現の可能性を示した。
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異なる
スケール
の重複
反覆する
パターン
の切断
構築性と
非構築性
の並置
異なるスケールの重複、
階層性のない構成
1 暫定性 Number 28 ジャクソン・ポロック 1950 年
小さな円形のパターンがキャンバ
ス全体を覆っている。
2 無限性 No.B.62 草間彌生 1962 年
永続性とはかなさの共存、連続的
かつ分割されている。
3 混沌性 Mirrors and Shelly ロバート・スミッソン 1970 年
境界の
重複
芸術作品
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異なる軸
の重複
風景画と肖像画を異なる方向から
見るように設定し、重ね合わせる
ことで、いずれかの表象を容易に
選択して見ることができる。また、
作品を見る距離を変えることで、
2つのヴィジョンが切り替わるよ
う構成されている。
4 参加性 擬人的風景、女性の頭部 作者不詳 16 世紀後半
異なる軸
の重複
多色刷りのスペードをいくつも繰
り返すことによて生じた平面的な
抽象性が、具象的な空間全体を
覆っているような効果を与えてい
る。
5 参加性 遊技カード ヴォルホース 1804 年
明暗対比を弱めることで前景と遠
景のイメージを重複させている。
6 参加性 格子の門 ジョルジュ・スーラ 1883 年
全体性
の分解
全体性の
切断と
並置
芸術作品
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水面の反映と現実風景の接点が消
失し、両者の区別が困難となって
いる。これは、水平線が示されな
いこと、風景の実像と虚像にほぼ
同じ絵具の処理を施されているこ
とによる。これにより、上下に対
象の可逆的イメージが生まれてい
る。
7 参加性 シヴェルニー近くのセーヌ河の朝 クロード・モネ 1897 年
真っ暗な背景から子供の顔が浮か
び上がるが、その流動的な造形手
法によって、粘土のような物質性
を想起させる。これは、抑制され
た輪郭線と極端な明暗対比によっ
て形態が解体されていることによ
る。
8 参加性 眠り ウジェーヌ・カリエーヌ 1897 年
異なる時間軸のイメージの断片の
並置、不確定的な空間構成によっ
て、多義的な解釈を生じさせてい
る。また、加工されていない部分
を残すことで、イメージが生成途
上にあるかのような印象をもたら
している。
9 参加性 最後のヴィジョン オーギュスト・ロダン 1903 年
境界の
重複
まとまり
の分解と
重複
全体性
の切断
芸術作品
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寸法の異なる複数の頭部を断片的
かつ凝縮的に重層化させること
で、イメージが動的に変容するか
のような印象をもたらしている。
また、抽象的な輪郭と明暗対比に
よって、図と地の関係が不安定で
可逆的になっている。
10 参加性 断片に引き裂かれたイヴォンヌとマグダレーヌ マルセル・デュシャン 1911 年
タイトルを主題とすると、画面を
横断する破線が水平線表象してい
ると認識しえるが、画面の上下の
関係は混沌としており、意味を決
定し得ない。抽象的要素の強弱に
よって、累像的な表象を変容させ
ている。
11 参加性 即興曲二十六番『ボートを漕ぐ』 ワシリー・カンディンスキー 1912 年
ールをもつ子供の動きが、半円軌
道の曲線に還元された作品。累増
的な対象として知覚しうる要素は
消え去っているが、曲線の連なり
と球状の形態、交差する色面が動
性を生み出している。不定形の形
態がカンヴァスの枠を超えて、よ
り大きな空間においてなんらかの
形態を形成しつつあるような印象
を与えている。
12 参加性 不定形（アモルフ）、二色のフーガ フランティシェク・クプカ 1912 年
全体性
の分解
芸術作品
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直交する直線によって 156 個の矩
形が明確に形づけられているが、
青・赤・橙で塗り分けられた矩形
の色彩配置が、無数の結合の可能
性を示し、多様な解釈へと観る者
を導いている。
13 参加性 コンポジション（チェッカー盤、暗い色彩） ピエート・モンドリアン 1919 年
抽象的記号の組み合わせによっ
て、不確定的な人物像が浮かび上
がる。直線・切り子面・透明性を
活用することによって、自然発生
的に人物が出現するよう仕組まれ
ている。非対称の線や断片的な輪
郭が示すように、人物の顔は完全
に固定してはおらず、生まれつつ
ある状態に留まり続けている。
14 参加性 容貌の結晶化 パウル・クレー 1924 年
部分的に完成させ、てがかりを残
すことで解釈を誘発する。
15 参加性 Do It Yourself(Violin) アンディー・ウォーホル 1962 年
まとまり
の分解と
重複
まとまり
の分解と
重複
全体性
の分解
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1 1958-59 Steeves Residence
ルネサンスバロック
内部空間輪郭ディテール全体構成立面平面構成軸
対称
斜め
集中
長軸
垂直性強
水平性強
分割的
複合的
非連続
連続
鋭い輪郭
輪郭の否定
一瞥可
一瞥不可
2 1964-65 Danziger Studio and Residence
ルネサンスバロック
内部空間輪郭ディテール全体構成立面平面構成軸
対称
斜め
集中
長軸
垂直性強
水平性強
分割的
複合的
非連続
連続
鋭い輪郭
輪郭の否定
一瞥可
一瞥不可
建築作品
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3 1968-72 Davis Studio and Residence
ルネサンスバロック
内部空間輪郭ディテール全体構成立面平面構成軸
対称
斜め
集中
長軸
垂直性強
水平性強
分割的
複合的
非連続
連続
鋭い輪郭
輪郭の否定
一瞥可
一瞥不可
4 1972-80 Santa Monica Place
ルネサンスバロック
内部空間輪郭ディテール全体構成立面平面構成軸
対称
斜め
集中
長軸
垂直性強
水平性強
分割的
複合的
非連続
連続
鋭い輪郭
輪郭の否定
一瞥可
一瞥不可
建築作品
78
5 1976-79 Gemini G.E.L.
ルネサンスバロック
内部空間輪郭ディテール全体構成立面平面構成軸
対称
斜め
集中
長軸
垂直性強
水平性強
分割的
複合的
非連続
連続
鋭い輪郭
輪郭の否定
一瞥可
一瞥不可
6 1977-78 Gehry Residence
ルネサンスバロック
内部空間輪郭ディテール全体構成立面平面構成軸
対称
斜め
集中
長軸
垂直性強
水平性強
分割的
複合的
非連続
連続
鋭い輪郭
輪郭の否定
一瞥可
一瞥不可
建築作品
79
7 1977-79 Cabrillo Marine Museum
ルネサンスバロック
内部空間輪郭ディテール全体構成立面平面構成軸
対称
斜め
集中
長軸
垂直性強
水平性強
分割的
複合的
非連続
連続
鋭い輪郭
輪郭の否定
一瞥可
一瞥不可
8 1978 Wagner Residence
ルネサンスバロック
内部空間輪郭ディテール全体構成立面平面構成軸
対称
斜め
集中
長軸
垂直性強
水平性強
分割的
複合的
非連続
連続
鋭い輪郭
輪郭の否定
一瞥可
一瞥不可
建築作品
80
9 1978 Gunther Residence
ルネサンスバロック
内部空間輪郭ディテール全体構成立面平面構成軸
対称
斜め
集中
長軸
垂直性強
水平性強
分割的
複合的
非連続
連続
鋭い輪郭
輪郭の否定
一瞥可
一瞥不可
10 1978 Familian Residence
ルネサンスバロック
内部空間輪郭ディテール全体構成立面平面構成軸
対称
斜め
集中
長軸
垂直性強
水平性強
分割的
複合的
非連続
連続
鋭い輪郭
輪郭の否定
一瞥可
一瞥不可
建築作品
81
11 1978-79 Spiller Residence
ルネサンスバロック
内部空間輪郭ディテール全体構成立面平面構成軸
対称
斜め
集中
長軸
垂直性強
水平性強
分割的
複合的
非連続
連続
鋭い輪郭
輪郭の否定
一瞥可
一瞥不可
12 1978 Loyola University Law School
ルネサンスバロック
内部空間輪郭ディテール全体構成立面平面構成軸
対称
斜め
集中
長軸
垂直性強
水平性強
分割的
複合的
非連続
連続
鋭い輪郭
輪郭の否定
一瞥可
一瞥不可
建築作品
82
13 1979-81 Indiana Avenue Houses
ルネサンスバロック
内部空間輪郭ディテール全体構成立面平面構成軸
対称
斜め
集中
長軸
垂直性強
水平性強
分割的
複合的
非連続
連続
鋭い輪郭
輪郭の否定
一瞥可
一瞥不可
14 1982-84 California Aerospace Museum and Theater
ルネサンスバロック
内部空間輪郭ディテール全体構成立面平面構成軸
対称
斜め
集中
長軸
垂直性強
水平性強
分割的
複合的
非連続
連続
鋭い輪郭
輪郭の否定
一瞥可
一瞥不可
建築作品
83
15 1982-87 Winton Guest House
ルネサンスバロック
内部空間輪郭ディテール全体構成立面平面構成軸
対称
斜め
集中
長軸
垂直性強
水平性強
分割的
複合的
非連続
連続
鋭い輪郭
輪郭の否定
一瞥可
一瞥不可
16 1983-88 Information and Computer Science / Engineering Laboratory and Engineering Center University of California
ルネサンスバロック
内部空間輪郭ディテール全体構成立面平面構成軸
対称
斜め
集中
長軸
垂直性強
水平性強
分割的
複合的
非連続
連続
鋭い輪郭
輪郭の否定
一瞥可
一瞥不可
建築作品
84
17 1983-88 Sirmai-Peterson Residence
ルネサンスバロック
内部空間輪郭ディテール全体構成立面平面構成軸
対称
斜め
集中
長軸
垂直性強
水平性強
分割的
複合的
非連続
連続
鋭い輪郭
輪郭の否定
一瞥可
一瞥不可
18 1984-88 Edgemar Development
ルネサンスバロック
内部空間輪郭ディテール全体構成立面平面構成軸
対称
斜め
集中
長軸
垂直性強
水平性強
分割的
複合的
非連続
連続
鋭い輪郭
輪郭の否定
一瞥可
一瞥不可
建築作品
85
19 1985-89 Yale Psychiatric Institute
ルネサンスバロック
内部空間輪郭ディテール全体構成立面平面構成軸
対称
斜め
集中
長軸
垂直性強
水平性強
分割的
複合的
非連続
連続
鋭い輪郭
輪郭の否定
一瞥可
一瞥不可
20 1985-89 Herman Miller Western Regional Facility
ルネサンスバロック
内部空間輪郭ディテール全体構成立面平面構成軸
対称
斜め
集中
長軸
垂直性強
水平性強
分割的
複合的
非連続
連続
鋭い輪郭
輪郭の否定
一瞥可
一瞥不可
建築作品
86
21 1986-89 Schnabel Residence
ルネサンスバロック
内部空間輪郭ディテール全体構成立面平面構成軸
対称
斜め
集中
長軸
垂直性強
水平性強
分割的
複合的
非連続
連続
鋭い輪郭
輪郭の否定
一瞥可
一瞥不可
22 1987-89 Vitra International Furniture Manufacturing Facility and Design Museum
ルネサンスバロック
内部空間輪郭ディテール全体構成立面平面構成軸
対称
斜め
集中
長軸
垂直性強
水平性強
分割的
複合的
非連続
連続
鋭い輪郭
輪郭の否定
一瞥可
一瞥不可
